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ペロブスカイト太陽電池発電所の運転および実証の開始 
～系統連系下における商用化に向けた検証を実施～ 

 

当社は，本日からペロブスカイト太陽電池発電所（愛知県半田市 CEPO 半田

バイオマス発電所構内，以下「本発電所」）※1の運転を開始し，本発電所において，

ペロブスカイト太陽電池※2 の商用化に向けた実証※3（以下，「本実証」）を開始 

しました。 

本実証は，次世代の太陽電池と期待されるペロブスカイト太陽電池の商用化

に向けて，性能評価に加え，設置工法やメンテナンス方法等の検証を目的とし，

実証期間は 3 年間を予定しています。 

本実証では，電力系統に連系（接続）された実運用環境下において，ペロブス

カイト太陽電池の発電量，劣化特性，運用コスト等を総合的に検証するとともに，

様々な設置工法での比較検証も同時に行うことで，商用化を見据えた知見を 

蓄積してまいります。 

本実証は，系統連系によるペロブスカイト太陽電池の実証として国内最大級※4

の取り組みとなります。 

本発電所に採用しているペロブスカイト太陽電池は「ガラス型」であり，これ

に加え，当社は今後，高効率化が期待される「タンデム型」のペロブスカイト  

太陽電池の設置を予定しており，それぞれの特性を踏まえた検証を行います。 

これらの取り組みを通じ，ペロブスカイト太陽電池の商用化に向け，お客さま

のニーズや多様な設置条件・用途に応じた最適な発電設備のご提案に資する 

知見を蓄積し，再生可能エネルギーのさらなる活用と，お客さまの脱炭素化の実現

に貢献してまいります。 

なお，本実証で発電した電力は，当社がエネルギーサービスを提供する  

「地方独立行政法人 知多半島総合医療機構 知多半島総合医療センター」で  

使用される予定です。 

※1：発電出力 38.7 kW，今後設置予定のタンデム型を含め合計約 66 kW，年間あたり一般家

庭約 24 世帯分の電気（約 77,000kWh）の発電を想定しています。 

※2：特定の結晶構造（ペロブスカイト構造）を持つ材料を用いた，薄くて軽く，曲げられる

次世代の太陽電池。従来のシリコン系に比べ，壁面や耐荷重の低い屋根など設置場所の

制限が少なく，製造コストが低いため，2030 年までの実用化・普及が期待されています。 

※3：実証共同者：株式会社アクト（岐阜県多治見市宝町 3 丁目 104 番 1） 

※4：2026 年 8 月時点 当社調べ 
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＜本発電所の写真＞ 

 

＜お問い合わせ先＞ 

株式会社シーエナジー コーポレート本部 総務・人事部 高橋（052-950-3970） 

 


